




















































































































































● は 、 何 か 惜 し か る ぺ き 」 （ 源 氏 物 語 「 浮 舟 」 ） と 考 え 、 つ い に 宇
治 川 に 投 身 自 殺 を 計 る 。 横 川 の 僧 都 は 、 宇 治 の 院 の 木 の 下 に 倒 れ
て
い た 浮舟 を 救 い 、 物 の 怪 を 閲 伏 す る 。 こ こ で 作 者 は 、 浮 舟 の 入 水 は実 は 彼 女 の 意 志 か ら し た も の で は な く 物 の 怪 の し わ ざ で あ っ た と いうことを、物の怪の口を通して語らせている
（ 同 「 手 習 」 ） 。 し か し 、
た と え 物 の 怪 に 取 り 付 か れ 前 後 不 党 の 状 態 で 投 身 し た に せ よ 、 右 近や 侍 従 が 絶 え ず 浮 舟 か ら 聞 い て い た よ う
に、
彼 女 に 死 ぬ 窯 志 が あ っ 、
たことは確かであった。彼女が身
投 げ の 例 と し て あ げ た 「 （ 昔 の ）
注ー
懸 想 す る 人 」 は 、
玉 上 琢 弥 氏 も 指 摘 さ れ る と お
り、
苑 原 処 女 を さ し
て い る 。
し か し 、
彼 女 は 、 二 人 の 男 に 代 わ ろ う と し て 自 分 の 卦 を 餓
牲にしていった、






そ し て 、 狭 衣 物 語 に よ る と 、 飛 鳥 井 姫 の 入 水 は 次 の よ う に 語 ら れ
て い る 。 狭 衣 中 将 は 、 仁 和 寺 の 威 儀 師 に か ど わ か さ れ よ う と し て いた飛鳥井姫の危機を救い、
彼 女 の 許 に 通 う よ う に な る 。 姫 は 身 分 を
隠 す 中 将 に う す l＼ と は 感 づ く
が 、
は き l＼ と は 問 い 詰 め た り し な
いやさしく可憐な人柄である。姫は恢妊
するが、
彼 女 は 身 分 の 途 い
を 気 に し て そ れ を 中 将 に 告 げ る こ と も
しない。そうしているうちに、
生 活 の 不 如 意 を 感 じ た 乳 母 は 、
太 秦 の 寺 で 見 染 め て い た 式 部 太 輔 に
姫を盗ませ、
舟 に 乗 せ て 筑 紫 に 下 ら せ る 。 姫 は 中 将 を 恋 い 媒 う あ ま
り 、
虫 明 の 瀬 戸 で 入
水自
殺 を 計 る が 、 兄 に 当 た る 僧 に 救 わ れ る 。 世
慣 れ ぬ な よ l＼ と し た 姫 は 、
彼女の意志に反して、中将と引き離さ
れて筑紫に連れて行かれようとしても、敢えて反対せず、海に沈ん
と こ ろ で 、 中世 の 軍 記 物 語 に も し ば l＼ 女 性 の 入 水 の 場 面 が 描 か
（三）
で 中 将 と 来世 で 会 お う と 望 む 頼 り な
い存在でしかない。中将は、姫
を 大 和 物 語 の 猿 沢 の 池 に 潜 い た 釆女 に も 比 し て 愛怨 を 党 え 、
その死
を 悼 む と い う は か な い 恋 が 語 ら れ て い る 。
さ ら に 、 「 朝 倉 の 物 語 」 の 朝 倉 姫 の 失 踪 、 投 身 の 原 因
は、
松 尾 聡
博 士 の 「 平安 時 代 物 語 の 研 究 」 に よ る と 、 次 の よ う に な っ て い る 。姫 は 三 位 中 将 と 熱 烈 に 愛 し 合 っ て い た に も か か わ ら ず 、
式部卿宮と
の 一 夜 の 契 り に よ り 恢 妊 し た 上
に、
三 位 中 将 （ 今 で は 関 白 ） の 正 要
掘 河 殿 が 、 夫 と 姫 （ 今 で は 朝 倉 君 ） と の 雌 間 を 計 っ た こ と も あ っ て 、二 人 の 間 が 夜 離 れ に な り 、 心 細 く な っ た 彼 女 は 、 陸 奥 の 父 が 恋 し くな り 訪 ね て 行 こ う と す る が 、
か弱い女の身では
到 底 行 き 珀 く こ と が




し 彼 女 は 巡 よ く 助 け ら れ て 石 山 寺 に 参 籠 す る 。 松 尾 博 士 の
言 わ れ る よ う に 、
こ こ に も 源 氏 物 語 浮 舟 入 水 の 影 響 が み ら れ る の で
あ る が 、 水中 に 揺 れ る 藻 の よ う に は か な く 迎 命 に 翻 弄 さ れ る 姫 君 の様 子 が 哀 謁 も 深 く 語 ら れ て い る 。
以 上 見 て き た よ う に 、
克 原 処 女 は 二 人 の 男 を 硲 う あ ま り 深 渕 に 入
り、浮舟






















































































































































































































にも稀なものであった。そ て、小宰相 通盛に対する思 の深さは、人
間の理知を越えた迎命としての別れによっ
ても、
少しも弱ま
ることを知らないのであった。
従って、小宰相の通盛に対する返歌はすでに彼女のい
ち
ずな思い
がよまれているものとして、解釈は次のようになるであろう。
上の句は、
「まろ木相」を小宰相と通盛の恋にたとえており、
ニ
人の恋 いつまでも続
くことをひたすらに信
穎せよと言っている。
下の句 「ふみかへし」は、
「文返し」と「踏み返し」の掛詞であ
り、「文返し」は蜻蛉日記に「心あるとふみかへす ん（も）浜千鳥うらにのみ
こそあとはとゞめめ」と詠まれているように、
小宰相
が通盛に手紙を返却する意を表わしている。
「落ち」は「なびく」
の意は含んでおらず、単に「（小宰相が）落つ」の窓 用いられており、
「やは」は反語の助詞である。
「ふみかへしてはおちざらめや
は」は、
丸木橋を渡りかけて強くまた踏み返して
川に
落ちることを
比喩として表現して、
通盛の手紙を受け取らずに返して二人の仲が
疎遠になることを 味している。そしてこの歌
は、
言外にこうして
ご返事を差し上げています
ように私は一筋にあなたをお恥い申して
いますということを伝えようとしている。
よってこの歌の意味は、ひたすらに私達の恋を信頼して下さい。丸木栢を渡りかけて踏返
．
ししては楢から落ち
るであろうように、私があなたのお手紙をお返
．
ししては私達の恋はと絶えるでしょう。
（しかし
私
は
、
あ
な
たのご
好意をそっけなくするような危
うい
心の持
ち
主ではあ
りません。）
となる。
関守次男氏は、
「歌ことばrふみかへされて』の解釈」（コ翌叫国
文」三八·-0
ー
S44.10)の中で、
この小宰相の返歌の「ふみか
へされて」の意味を検討されて、「かへす」に反覆・逆もどり・
順倒
の
三義が認められる中で逆もどりの意を表わしていると説かれてい
る。また佐藤喜代治氏は、コ凶印学の展fll•新集念抹（史的研究）」第八一号1s45.6)に於いて、岩手方苔の「フソゲTス」及び全国方百辞典に採られている「ふんぐらがえす」が「ふみかへす」の元の形であろうとさ 、
足首
を
ねじる
と訳されている。
．
ところ
で、「ふみかへす」の用例を網べてみると、
舟はちゐさし、くるりとふみかへしてンげり（平家物語巻九「落足」）
は踏まれて顧覆する意を表わす。また、
中人迩約恋
．い
は
せ川 のとだえの丸はしは道よりふみもかへすなりけり（林
葉和歌集”五恋歌）
は同じ道を引き返す窯を示す。また前述した蜆蛉日記の兼家の歌の「ふみかへす」は、誓物を返却する意の「文返す」に、千凡が自
分の足跡をたどって踏み戻る意の「踏み返す」を掛けることによって、兼家の心を踏みにじる意を表わしている。
従って小宰相の歌の「ふみかへす」も、
「かへす」に強関の意味
がうかがえることから
、反復継続して踏む意に使われて
おり、
通盛
の心を冷淡に取り扱うことであ た。
なお「落ちざらめやは」の「落つ」のな味は、
「おそろしや木薗
の懸路の丸木栢ふみ見る度に落ちぬぺきかな」（千戟和歌集巻十八喜歌）とあるように、佃が女 ために凶落する点に用い、クれた例もあるが、
ここでは「にくひ若衆をおちいらせうとて、竹へげのl\
丸はしをわたいた。」（閑吟集）に見られるように、不安定 丸柏を路み
返して落る意を汲わして
おり、通盛と小宰相の恋が駄目になる
ことを併えてい 。そして危う＜断
たれ
そうになった二人の恋は、
上西門院の機転によりめで く成就するのである。注1
「OO氏物栢評釈」第十二泡Bけ舟」一六五頁
注2ヲェ森収、物語 研究」一六「朝公の物栢」二七九頁注
3
源氏物語お典上を「み
つ
せがは」
．
注4
哀似°奉
ルレ和シ「傷
ムニニ野女侍中
9
-」
注5
「国文学論叢」第二輯「中世文学」ニ―頁
注6
哀慟。奉
ル＞和シ「傷
ム豆野女侍中
ヲ
―」
なお、文中に引用した密物は、後拾辺和歌集•新椋古今和歌集•新千賊和歌集・後撰和歌集（国歌大観）、陸奥話記・林葉和歌渠（群杏類従本）、閑吟集（続群杏類従本）十訓抄（国史大系本）
、
史記（中
国古典選、史記）の他は日本古典文学大系本に拠った
。
（本学第一0回卒業
岡山瓜立総社高校教諭）
